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知的障がい者が生きやすい社会
道南・川村　紗彩
　今年の四月、私の父は保護司になった。地域の親切で世話好きのおばさん（民生委員という人）にたのまれたらしい。トレードマークのペンギン（更生ペンギンのほごちゃんとサラちゃんというキャラ）が大きくついた黄色いＴシャツを着て、街頭に立ち『社会を明るくする運動』といって活動する父を見て、どうしても私は「ちょっとはずかしい」と思ってしまう。

保護司？　今まで聞いたことのない言葉だったので、母に
「保護司ってどんな仕事をするの？」
と聞いてみた。すると
「犯罪を犯して刑務所に入った人が社会に戻っていくのを助けたり、犯罪を予防したりするんだよ。」
と教えてくれた。私は犯罪という言葉を聞いて、父は大丈夫なのかと不安になった。

私の父は普段、知的障がい者の施設で働いている。私も何度か父の職場に行ったことがあるが、障がいを持っている人たちはみんな一生懸命に仕事をしていて、そして優しかった。父が私に
「障がいを持つ人は心がきれいなんだよ。ただ、中には嘘をつく人もいる。でもそれはそうしなければ生きてこれなかったからなんだ。」
と話してくれたことがある。父は大学生の頃から障がい者の施設で働くことを夢見ていたそうで、障がいを持つ人を大切に思う父を少しだけすごいなと思った。

そんな父がなぜ保護司になろうと思ったのか。父が書いた新任保護司紹介にはこんなことが書かれていた。「窃盗等の軽微な犯罪を犯した障がい者には司法と福祉の連携が必要である」と。正直、私にはあまりピンとこなかった。しかし、あるときこんなことがあった。いつも行っている美容室で髪を切っていたときのこと。一人の二十歳くらいの女の人が、
「お店の前にある自動販売機でジュースを買ったんですけど、お釣りが出てきません。」
と言った。実はお釣りが出てこないというのは嘘で、そうやって人を騙し、お店の人からお金を奪う犯罪だったそうだ。しかも、その女の人は知的に障がいがあったため、その女の人に指示している男の人がいたということを後から知った。私はそのとき、初めて父の言っていたことがなんとなくだったがわかった気がした。

知的に障がいのある人は犯罪の被害者になったり、もしくはやっても良いことと悪いことの区別がつかなくて騙され、加害者になったりすることも多いと聞く。例えば、遊び仲間やグループの中に知的障がい者がいると、いじめや恐喝のターゲットにされたり、万引きをさせられたりするという事件がたくさん起きているというのだ。きっと、相手の嘘を見抜けなかったり、友だちがいないから寂しくて騙されたりしてしまう。障がいゆえの弱さに付け込まれてしまうのかもしれない。

知的に障がいのある人が犯罪の被害者になったり加害者になったりすることは多く起きているというのに、社会ではそのことをあまり取り上げられていないというのが現実だと私は思う。

だからこそ保護司の人たちは、

「『社会を明るくする運動』って何やってるの？」
と聞いてみて、世の中の人たちに興味を持ってもらったり、知ってもらったりするためにインパクトのあるあの黄色いＴシャツを着て太陽の照る暑い日でも街に立ち、活動しているのかもしれない。

「障がいを持つ人たちは世の中の光だ」
と言っている人がいる。障がいを持っている人たちを知ること、それが『社会を明るくする運動』につながる一つだと思う。

障がいを持っている人は何かを理解したり、覚えたりすることがゆっくりだったりする。しかし、彼らが持つ優しさや真面目さはいろいろな形で社会に貢献できると思う。

一人一人が大切な存在だ。

だからこそ犯罪に巻き込まれることがないように幸せに暮らす権利があるということを知ってもらう活動が必要だと思う。

それが『社会を明るくする運動』だ。

あのとき街に立つ父を見て「ちょっとはずかしい」と思ってしまった自分をはずかしく思う。今では、障がいを持っている人や犯罪を犯した人を助ける父を見てかっこいいと思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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